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若手委員会の「ボッチャ＆ニュースポーツ」

「ボッチャ」の普及を目指して

　12月 2 日に八幡市民体育館で、府老連としては初めての「ボッチャ講習」を開催しました。

若手委員会では、これまで ４年にわたり「公式ワナゲ」の普及に取り組んできましたが、

ニュースポーツの新たな柱として「ボッチャ」の普及を目指しています。

　当日は、参加者105名、2４チームによる対抗戦で盛り上がりました。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
寿
ぎ
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
当
会
の
行
催
事
を
は
じ
め
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
も
3
年
を
経
過
し
、
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
に
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
、
概
ね
当
初
の
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
市
町
村
老

連
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
6
月
に
は
3
年
ぶ
り
と
な
る
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
大
阪

で
開
催
さ
れ
、
近
畿
府
県
の
仲
間
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

7
月
に
は
、「
市
町
村
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
で
、
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
府

内
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
3
会
場
と
も

趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
、
熱
の
入
っ
た
活
動
発
表
と
交
流
で
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

10
月
は
、
西
脇
知
事
、
菅
谷
議
長
の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
1
5
5
名
が
参
加
し
て
「
第
４3
回
京
都
府
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
」
を
盛
会
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
に
は
「
全
老
連
創
立
60
周
年
記
念
全

国
大
会
」
が
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
東
京
の
国
技
館
で
挙
行
さ
れ
、
府
老
連
か
ら
は
1４
名
が

出
席
し
、
栄
え
あ
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
「
ボ
ッ
チ
ャ
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
で
は
、
八
幡
市
民
体
育
館
で
4
種
目

に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
が
、
年
間
を
と
お
し
て
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
参

加
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
年
末
に
は
令
和
4
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一
文
字
は
「
戦
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
戦
い
等
で
選
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

と
の
「
戦
」
の
な
か
、
1
日
も
早
い
収
束
を
願
い
、
新
し
い
年
は
マ
ス
ク
な
し
で
、
会
員
同
士
が
自
由
に
交
流
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
」の
収
束
を
願
い
、
さ
ら
に
前
進

（
一
財
）
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

橋　

本　

俊　

次

会　
　

長	

橋
本
　
俊
次
（
宮
津
市
）

副 

会 

長	

柳
田
　
正
廣
（
京
田
辺
市
）

	

林
　
　
　
昭
（
亀
岡
市
）

	

森
口
　
茂
樹
（
京
丹
後
市
）

	

井
手
口
温
美
（
亀
岡
市
）

	

大
道
　
俊
樹
（
綾
部
市
）

常
務
理
事	

中
川
　
　
剛
（
事
務
局
長
）

理　
　

事	

武
藤
　
　
守
（
宇
治
市
）

	

安
田
　
行
雄
（
城
陽
市
）

	

小
山
　
文
明
（
八
幡
市
）

	

岡
田
　
　
勇
（
和
束
町
）

	

松
本
　
和
徳
（
福
知
山
市
）

	

中
澤
　
義
久
（
南
丹
町
）

	

宇
治
タ
カ
子
（
城
陽
市
）

	

渋
谷
ス
ミ
子
（
京
田
辺
市
）

	

中
川
百
合
子
（
木
津
川
市
）

	

小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

	

岩
永
　
英
光
（
長
岡
京
市
）

	

西
林
千
代
美
（
八
幡
市
）

	

田
中
　
　
健
（
木
津
川
市
）

	

齊
藤
　
正
剛
（
宮
津
市
）

監　
　

事	

今
堀
　
正
嗣
（
長
岡
京
市
）

	

塩
見
　
康
郎
（
福
知
山
市
）

	

岩
本
　
正
明
（
与
謝
野
町
）

謹 賀 新 年 （一財）京都府老人クラブ連合会（きらりクラブ京都）



2023 No. 1743

府 老 連 報 告

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
府
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
も
3
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り

感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
医
療
従

事
者
を
は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

世
界
的
な
物
価
高
、
さ
ら
に
記
録
的
な
円
安
な
ど
に
見
舞
わ
れ
、
今
も
社
会
生

活
へ
の
甚
大
な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
も
安
心
し
て

豊
か
に
暮
ら
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
あ
た

た
か
い
京
都
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、
総
合
計
画
を
1
年
前

倒
し
し
て
改
定
し
ま
し
た
。
同
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
令
和
5
年
度
当
初
予
算

に
盛
り
込
み
ま
す
。

「
時
が
物
事
を
変
え
る
と
人
は
言
う
が
、
実
際
は
自
分
で
変
え
ね
ば
な
ら
な

い
〜T
hey	alw

ays	say	that	tim
e	changes	things,	but	you	actually	

have	to	change	them
	yourself

〜
」。
こ
れ
は
米
国
の
芸
術
家
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
言
葉
で
す
。
今
年
3
月
、
い
よ
い
よ
文
化
庁
が
京
都
で
業
務
を

開
始
し
、
明
治
維
新
以
来
初
の
中
央
省
庁
移
転
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
彼
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の
歴
史
的
な
出
来
事
が
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す

か
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
こ
の
機
会
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

「
文
化
の
都
・
京
都
」
の
実
現
に
向
け
、
国
と
地
方
が
連
携
し
て
日
本
各
地
の

文
化
に
光
を
当
て
、
世
界
へ
発
信
し
、
こ
こ
京
都
か
ら
新
た
な
文
化
の
潮
流
を

起
こ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
京
都
」
の
実
現
に
向
け
、
子
育
て
環

境
日
本
一
の
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
の
強
み
で

あ
る
大
学
の
「
知
」
と
学
生
の
「
力
」
を
積
極
的
に
地
域
や
企
業
に
取
り
入
れ
、

京
都
の
活
力
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
新
名
神
高
速
道
路
開
通
や
、

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
な
ど
の
好
機
を
活
か
し
、
京
都
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
卯
年
で
す
。
そ
の
愛
ら
し
い
姿
と
温
厚
な
性
質
で
「
家
内
安
全
」
を
、

跳
躍
す
る
姿
で
「
飛
躍
」
を
象
徴
す
る
ウ
サ
ギ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
皆
さ
ま

と
共
に
「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
へ
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
へ
邁ま

い

進

京
都
府
知
事　

西　

脇　

隆　

俊
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式　

典　

　

午
前
の
式
典
で
は
、
橋
本
俊
次
府
老
連
会
長
が
「
３
年
に

わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
会
員
数
の
大
幅
な
減
少

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
高
齢
者
の

方
が
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
不
健
康
に
な
ら
な
い
よ
う
、
会
員
皆
ん
な
で
支

え
合
い
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
京
都
府
知
事
か
ら
「
育
成
功
労
者
表
彰
」「
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」
が
、
ま
た
、
府
老
連
会
長
か
ら
会
長

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ご
来
賓
の
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
菅
谷
寛
志

京
都
府
議
会
議
長
か
ら
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待
や
温
か
い
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋本会長あいさつ

菅谷府議会議長 西脇知事

京都府老人クラブ大会京都府老人クラブ大会
～ ポストコロナを見据え、さらなる「健康づくり」「仲間づくり」を‼ ～

第43回

　

第
43
回
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
10
月
13
日
に
、

府
内
23
市
町
老
連
か
ら
1
5
5
名
が
参
加
し
て
、
ホ
テ

ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大会宣言
　人生100年時代を迎え、高齢社会が本格化する中、高
齢者が住み慣れた地域で、いつまでも健康で安心して暮
らせるよう、各市町村では「地域包括ケアシステム」の
構築が進められています。

　そのようななか、私たち老人クラブがこれまで取り組
んできた「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動は、ます
ますその重要性を増しています。

　とりわけ、長引くコロナ禍のなかで、高齢者が地域で
孤立することのないよう、また、気力の低下や生活の不
活発を招くことのないよう、共に支え合う「友愛活動」
をはじめ、「健康づくり・介護予防活動」を一層推進し
ていくことが求められています。

　私たち老人クラブ会員は、「のばそう！健康寿命、担
おう！地域づくりを」のメインテーマのもと、次の重点
事項の実践を誓い、ここに宣言します。

１、�高齢者の社会参加を働きかけ、仲間づくりの輪を広
げます

１、�健康づくり・フレイル（虚弱）予防で、元気高齢者
をめざします

１、�友愛活動を基盤に、行政や自治会、社会福祉協議会
と連携した支え合い活動に努めます

１、�高齢者の「消費者被害」や「交通事故防止」に向け
た取組を地域で実践します

１、�高齢者の尊厳が守られる諸制度・地域共生社会の実
現をめざします

　

そ
の
後
、
井
手
口
府
老
連
副
会
長
が
5
項

目
の
実
践
を
誓
っ
た
「
大
会
宣
言
」
を
読
み

上
げ
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
柳
田
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

式
典
の
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

佐堀さんへの知事表彰
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講　

演　

　

午
後
に
は
、
舞
鶴
市

老
連
「
ゆ
う
さ
い
連
」

に
よ
る
、迫
力
あ
る「
よ

さ
こ
い
踊
り
」
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
医
学
知

識
を
音
楽
に
の
せ
て
」
と
題
し
て
、
鈴
鹿
内
科

医
院
の
鈴
鹿
隆
之
院
長
先
生
か
ら
、
音
楽
を
奏

で
な
が
ら
、
認
知
症
の
予
防
や
日
頃
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
の
秘
訣
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
等

で
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、「
栄
養
」

「
運
動
」「
社
会
参
加
」
の
三
本
柱
で
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
を
予
防
を
す
る
こ
と
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
腕

前
は
プ
ロ
級
で
、
会
場
は
終
始
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
森
口
副
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
大
会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

■
育
成
功
労
者

　
　

田
中
　
丈
夫
　（
綾
部
市
）

　

市
老
連
会
長
を
９
年
、
並
び
に
平
成
26
年
か
ら
府
老
連

の
監
事
・
理
事
・
副
会
長
を
８
年
に
わ
た
っ
て
歴
任
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

岡
本
　
　
勇
　（
京
丹
波
町
）

　

町
老
連
会
長
を
２
度
歴
任
さ
れ
、そ
の
間「
旧
３
町
支
部
」

の
体
制
を
確
立
。
府
老
連
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
設
立

の
「
若
手
委
員
会
」
の
副
委
員
長
、
26
年
か
ら
第
３
代
委

員
長
を
３
年
間
に
わ
た
り
歴
任
さ
れ
、
若
手
委
員
会
の
基

盤
を
固
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

城
南
荘
喜
老
会
（
宇
治
市
）

　

58
年
の
歴
史
を
有
す
る
、
宇
治
市
連
合
喜
老
会
の
中
心

的
な
単
位
ク
ラ
ブ
。
集
会
所
を
拠
点
に
「
木
曜
カ
フ
ェ
」

を
は
じ
め
、地
元
自
治
会
と
協
力
し
て「
奉
仕
活
動
」や「
世

代
間
の
交
流
」
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

■
優
良
市
区
町
村
老
連

　
　

福
知
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

平
成
16
年
に
1
市
３
町
の
老
連
で
新
た
に
福
知
山
市
老

連
を
結
成
。
旧
３
町
に
「
支
部
の
事
務
局
」
を
設
置
し
て

組
織
を
拡
充
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
「
コ
ロ
ナ
相
談
室
」

の
開
設
や
、個
人
で
も
幅
広
く
活
動
で
き
る「
自
由
ク
ラ
ブ
」

の
立
ち
上
げ
な
ど
、
常
に
新
し
い
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

府
内
老
連
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
者

　
　

福
本
　
淳
子
　
（
八
幡
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

浪
花
き
ら
く
会
（
宮
津
市
）

●
活　

動　

賞

　
　

久
　
寿
　
会
　
（
長
岡
京
市
）

※
全
国
大
会
の
様
子
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

京
都
府
知
事
表
彰
受
賞
者

●
育
成
功
労
者
（
14
名
）

松
村
　
良
一
（
宇
治
市
）

伊
部
　
一
郎
（
城
陽
市
）

今
堀
　
正
嗣
（
長
岡
京
市
）

西
林
千
代
美
（
八
幡
市
）

西
川
　
登
夫
（
京
田
辺
市
）

井
口
　
善
夫
（
久
御
山
町
）

細
見
　
　
茂
（
福
知
山
市
）

佐
堀
つ
ぎ
枝
（
綾
部
市
）

井
手
口
温
美
（
亀
岡
市
）

橋
本
　
俊
次
（
宮
津
市
）

岩
田
　
　
進
（
宮
津
市
）

吉
岡
　
弘
陞
（
京
丹
後
市
）

糸
井
　
滿
男
（
与
謝
野
町
）

畠
山
　
伸
枝
（
与
謝
野
町
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
６
ク
ラ
ブ
）

南
遊
田
第
一
喜
老
会�

（
宇
治
市
）

バ
ン
ブ
ー
ク
ラ
ブ�

（
八
幡
市
）

藤
寿
会�

（
久
御
山
町
）

精
華
台
四
丁
目
ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部

�

（
精
華
町
）

平
野
町
四
ツ
葉
会�

（
福
知
山
市
）

城
南
こ
と
ぶ
き
会�

（
宮
津
市
）

京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
者
（
33
名
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
７
ク
ラ
ブ
）

●
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

た
ん
ぽ
ぽ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

（
久
御
山
町
）

～ 天皇・皇后両陛下のご臨席のもと、「大臣表彰」が授与されました。～
全老連創立60周年記念・全国老人クラブ大会全老連創立60周年記念・全国老人クラブ大会
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府 老 連 報 告

令和４年度令和４年度　　市町村老連リーダー研修会市町村老連リーダー研修会

　

７
月
20
日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
で
1
0
2

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
講
演

と
も
講
師
先
生
の
熱
の
入
っ
た
話
に
聞
き
入

り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
大
変
役
立
つ
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

～ 人生 100 年時代を、いつまでも元気で、いきいきと ～
　
「
1
0
0
ま
で
生
き
る
覚
悟　

〜
生
き
が
い
づ

く
り
か
ら
身
じ
ま
い
ま
で
〜
」
と
題
し
て
、
元
松

山
大
学
教
授
の
春
日
キ
ス
ヨ
先
生
か
ら
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
『
人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
わ
れ
て

久
し
い
が
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
い
け
る
人
は
1

割
し
か
い
な
い
の
が
現
実
。
最
後
ま
で
生
き
続
け

る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
、
頼
れ
る
人
は
だ
れ
か
、

地
域
で
の
つ
な
が
り
を
ど
う
保
つ
か
、
そ
れ
が
重
要
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
3
つ
の
き
ん
」
が
大
切
。
そ

れ
は
、
①	

お
金　

②	

筋
肉　

③	
近
所
力　

で
あ

り
、
私
た
ち
高
齢
者
は
早
い
段
階
か
ら
準
備
す
る

べ
き
。』
と
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

続
い
て
、「
笑
っ
て　

笑
っ
て
、

健
康
寿
命
も
ア
ッ
プ
！	

」
と
題
し

て
、
落
語
家
の
桂
三
扇
さ
ん
か
ら
楽

し
く
元
気
の
で
る
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

福
知
山
市
出
身
の
三
扇
さ
ん
は

「
福
知
山
音
頭
」
の
出
囃
子
で
登
場
。

親
を
介
護
す
る
年
代
の
立
場
か
ら
の

お
話
や
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

の
落
語
、
そ
し
て
南
京
玉
す
だ
れ
と
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
あ
っ
と
い

う
間
の
４0
分
で
し
た
。

　

３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
私
達
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
も
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
徐
々
に
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
し
、
新
た
な

取
組
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

～府内各地域の取組から～～府内各地域の取組から～
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　

9
月
26
日
、
快
晴
の
も
と
、
宮
津
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
5
市
町
か
ら

1
4
4
名
（
2４
チ
ー
ム
）
が
参

加
し
て
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
」
が
開
催
。
大
会
を

通
し
て
市
町
間
の
交
流
を
深
め
、

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
。
来

年
度
は
舞
鶴
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。山

城
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
26
日
、
精
華
町
打
越
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
7
市
町
村
の
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
、「
第
35
回
山
城
ブ
ロ
ッ

ク
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
25
日
、
木
津
川

市
の
不
動
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
9
市
町
村
22
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
「
第
9
回
京
都
府
知
事

杯
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
開
催
。

　

い
ず
れ
も
3
年
ぶ
り
の
大
会

と
あ
っ
て
、
存
分
に
競
技
を
楽

し
み
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

春日キスヨ先生の講演

桂三扇さんの落語
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全 老 連 報 告

◆ 

全
老
連
創
立
60
周
年
を
記
念
し
て

　

昭
和
30
年
代
に
全
国
各
地
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
37
年
に
は
「
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
」
が
設
立
。
令
和
4
年
に
創
立
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式　

典　

◆ 

大
会
で
陛
下
が
あ
い
さ
つ

　
「
式
典
」
で
は
、
天
皇
陛
下
が
お
こ
と
ば
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
陛
下
は
「
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
と
知
恵
を
若
い
世
代
に
伝
え
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
明
る
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
厚
生

労
働
大
臣
表
彰

等
が
行
わ
れ
、

「
10
年
の
節
目

に
あ
た
る
記
念

大
会
で
受
賞
で

き
る
の
は
光

栄
」
と
、
受
章

者
の
喜
び
も
ひ

と
し
お
で
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

○
育
成
功
労
者

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
連

全
老
連
会
長
表
彰

○
育
成
功
労
者

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

田中　丈夫（綾部市）
岡本　　勇（京丹波町）
※写真左から、敬称略

福知山市老人クラブ連合会
　会長　松本　和徳
城南荘喜老会（宇治市）
　会長　石川　祐弘

福本　淳子（八幡市）
浪花きらく会（宮津市）
　会長　矢野　喜久男

や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京

○
「
会
員
優
待
カ
ー
ド
」
を
発
行
！

　

や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
長
岡
京
で
は
、
市
内
の
店
舗
な

ど
で
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
「
会
員
優
待

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
「
わ
か
り
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
を
設
け
て
、
入
会
を

考
え
て
も
ら
お
う
」
と
、
本
年
度
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
企
画
。

　

中
田
正
紀
会
長
ら
役
員
が
地
域
の
店
舗
や
事
業
所

を
巡
り
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
お
店
」
へ
の
協
力

を
依
頼
。
9
月
に
４3
カ
所
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
か
ら
、

10
月
に
優
待
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
ク
ラ
ブ
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
で
、
会
員
増
強

　

優
待
の
内
容
は
、
店
舗
に
よ
り
割
引
率
や
、
ポ
イ

ン
ト
の
ア
ッ
プ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
。
今
後
も
協
力
店
は

随
時
受
け
付
け
、「
1
0
0
店
舗
を
目
指
し
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
①
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
外
出
を
促
し
、
②
同

時
に
地
元
商
店
街
の
振
興
に
も
役
立
ち
、
そ
し
て
、

③
新
規
会
員
の
獲
得
に
も
つ
な
が
る
」
と
、
一
石
三

鳥
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ポ ス ト コ ロ ナ に 向 け てポ ス ト コ ロ ナ に 向 け て

全国老人クラブ大会全国老人クラブ大会
全国老人クラブ連合会創立60周年記念全国老人クラブ連合会創立60周年記念

　

11
月
8
日
に
、
東
京
都
両
国
の
国
技
館
で

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
全
国
か
ら
８
5
0
名
、
府
老
連

か
ら
は
14
名
（
男
性
11
名
、
女
性
3
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

中田会長と協力店

写真提供　全国老人クラブ連合会
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新たな「府老連会員増強運動」新たな「府老連会員増強運動」
～ クラブ解散の防止と楽しい活動を！ ～

長引くコロナ禍の影響を受け、各市町村老連では活動の自粛
等により、新規加入者を確保することが難しくなる一方、クラ
ブの解散や老連からの脱会など、厳しい状況が続いてきました。
こうした中、令和 3年度において、会員数は４518名、9.４％の
大幅な減となり、過去最大の減少となりました。
府老連では、クラブの解散・退会がこれ以上拡大・連鎖しな
いよう、「アンケート調査」を実施して、減少した原因を分析するとともに、新たな取り組み
を進めることとしています。

昨年 9月に、全市町村老連に対して、アンケートを実施しました。
その結果を踏まえて、これからの「推進方策」を取りまとめること
としています。全29項目の設問の中から、その一部を報告します。

1 　これからの「新たな加入促進策」
設　　問 回　　答

問 4 ．
「クラブ・サークル」の
活動で、会員が増加した
事例は？

◯クラブ活動で、多数入会した事例がある【クラブ名】
・	囲碁リーグ、百人一首、フラダンス、健康マージャン、大
正琴クラブなど

◯そのような事例は特にない

10�

13
問 5 ．
会員増強につなげるため、
最近「新たに設立したク
ラブ等」は？

◯ある【クラブ名】
紙飛行機サークル（久御山町）、健康マージャン（宇治田原
町）、自由クラブ（福知山市）、脱会クラブを「希望クラブ」
と命名（亀岡市）、恵美寿会（京丹後市）、「会員優待カード」
を発行（長岡京市）

7

問 ７ ．
今後、「特に力を入れた
い取組」は？

◯「体験型」の事業や行事・ニュースポーツの実施
◯市町村老連の「名称変更」
◯「個人会員制度」の導入
◯「サークル活動の強化｣
◯その他

14
4
10
6
5

（分析）
▶ 「単位クラブ」の加入促進に加えて、多くの老連では「クラブ・サークル活動」を入口とした
勧誘が行われている
▶ 会員増強につなげるため、長岡京市の「会員優待カード」の発行など、新しい取組も進められ
ている

2 　単位クラブの「解散・退会の防止策」
問10．
単位クラブの「解散・退
会の主な原因」は？

◯会員の減少により活動の継続が困難になった
◯会長のなり手がない
◯地域での解散の連鎖による
◯老連に加入してもメリットがない
◯その他
・若手や新入会員が入ってこない。
・	仕事をされている方の年齢が75歳程度まで年々上がっている。

12
19
5
6
4

会員増強運動アンケート調査結果概要（抜粋）

仲間を増やそう
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設　　問 回　　答
問11．
�「解散等の動き」（サイ
ン）がある場合の老連の
対応は？

◯老連役員が、単位クラブから事情を聴きとり、相談した
◯老連が、自治会・町内会長に支援を要請した
◯会長のなり手がない場合、会長の擁立を働きかけた

18
5
10

問12．
老連の働きかけにより、
「解散を未然に防いだ事
例」は？

◯解散を未然に防いだ事例がある
◯防止できた事例はない

8
14

（分析）
▶ クラブ解散・脱会の原因として、「会員の減少」と「会長のなり手がない」ことが最大の要因
▶ 老連役員が直接事情を聞き取り、「会長の擁立」を働きかけるなど、ほとんどの老連で解散を
防止する対策を実施している

3 　市町村老連の「単位老人クラブへの支援策」
問13．
	「解散」を避けるために、
「退会や休会に誘導」し
た事例は？

◯解散せずに、できる限り退会・休会に誘導している
◯特に退会・休会に誘導していない
◯その他
・	会員が30名以下でも、連合会で助成金を交付して、クラ
ブを維持

12
5
6

問14．	
解散・退会後も「クラブ
の復活・再入会の働きか
け」を行っていますか？

◯老連役員が出向いて、クラブ復活を働きかけている
◯�退会したクラブにも老連の行事案内や機関紙を送付している
◯特にしていない

8
4
10

問15．
クラブが「復活・再入会
した事例」は？

◯事例がある（クラブの復活 9、クラブの再入会 3）
◯事例はない

12
11

問16．
	「近隣クラブとの統合」
や「個人会員制度」の事
例は？

◯近隣の老人クラブと「統合」して会員を受け入れた
◯老連の「個人会員制度」を設置している	
※（　）は、設置年度と会員数
・宇治市（平30）・久御山町（平2４、 9 人）
　福知山市（令 3、67人）・綾部市（平30、10人）
　南丹市八木老連（令 ４、 8人）・舞鶴市（令 2、17人）
　伊根町（令 ４、 2人）

◯特にしていない

7
7

12
問19．
�「会長のなり手がない場
合」に、対処した事例は？

◯自治会・町内会長に、会長になってもらった
◯暫定措置として、老連の役員や支部長が会長になった
◯副会長が会長を「代行」し、クラブを存続した
◯会長が不在のまま、クラブを存続した

1
1
8
1

問2７．
市町村からの「特別な支
援」は？

◯事務局職員の支援を受けている（嘱託・人件費補助・その他）
◯事務所（部屋）の提供を受けている（有料 or 無料）
◯町村役場が事務局を担当している

9
11
6

（分析）
▶ 「解散」をできる限り避け、一旦「退会」や「休会」に誘導している老連が約半数
▶ 「退会」したクラブに対しても、引続き行事の案内や機関紙を送付するなど、１/３の老連で復
活に向けて働きかけている
▶ 解散クラブの会員の「受皿」として、約半数の老連で「個人会員制度」が設置されている
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丹
後
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
9
月
14
日
（
水
）

�

舞
鶴
市
中
総
合
会
館
　
参
加
者
：
88
名

◆ 

講
演
・
活
動
交
流

◆ 「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
見
学

　

午
前
は
、
あ
そ
び
の
工
房
も
く
も
く
屋
の
田
川

雅
規
さ
ん
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
楽
し
さ

ま
で
自
粛
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
講

演
。

　

続
い
て
、「
舞
鶴
ゆ
う
さ
い
連
」
に
よ
る
迫
力

あ
る「
よ
さ
こ
い
」

が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

5
名
の
皆
さ
ん

は
全
員
が
70
代
で
、

よ
さ
こ
い
を
続
け

て
10
年
。
途
中
で

や
め
ず
に
長
く
続

け
る
こ
と
が
健
康

の
秘
訣
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

指
導
の
も
と
「
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、「
舞

鶴
引
揚
記
念
館
」

を
見
学
。
舞
鶴
港

で
は
、
終
戦
後
13

年
に
わ
た
っ
て
、

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
た
66
万
人
も

の
引
揚
者
を
受
け

入
れ
た
こ
と
な
ど
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

山
城
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
9
月
29
日
（
木
）

�

神
戸
方
面
視
察
　
参
加
者
：
54
名

◆ 

ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
で
神
戸
港
視
察

◆ 

兵
庫
県
老
連
女
性
部
と
の
交
流

　

8
市
町
の
女
性
委
員
約
50
名
が
午
前
8
時
半
に

京
都
駅
に
集
合
し
、
バ
ス
で
神
戸
に
向
け
て
出
発
。

　

神
戸
港
で
は
兵
庫
県
老
連
女
性
委
員
の
11
名
と

合
流
し
、
遊
覧
船
「
ロ
イ
ヤ
ル
プ
リ
ン
セ
ス
号
」

に
乗
船
し
ま
し
た
。

　

船
上
デ
ッ
キ
か
ら
震
災
後
復
興
し
た
神
戸
の
街

並
み
を
視
察
。

　

神
戸
港
は
、
平

成
7
年
1
月
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災

に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た

が
、
わ
ず
か
2
年

で
復
旧
し
、
平
成

18
年
に
は
「
神
戸

空
港
」
が
開

港
さ
れ
る
な

ど
、
復
興
の

様
子
を
間
近

に
見
な
が
ら
、

神
戸
の
ベ
イ

ク
ル
ー
ズ
を

楽
し
み
ま
し

た
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、
３
会

場
で
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
一
部
中
断
さ
れ
て
い
た

本
研
修
も
、
３
年
ぶ
り
に
３
ブ
ロ
ッ
ク
す
べ

て
で
実
施
。

　

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の

会
場
も
大
盛
況
で
、
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

ブロック別 ブロック別 女性リーダー研修会を開催女性リーダー研修会を開催女性
委員会



2023 No. 17411

府 老 連 報 告

　

三
ノ
宮
の
昼
食
会

場
で
兵
庫
県
老
連
と

交
流
し
、
兵
庫
県
か

ら
中
村
会
長
、
京
都

か
ら
井
手
口
女
性
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
さ

れ
、
双
方
の
取
組
に

つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
同
じ
バ

ス
に
同
乗
し
て
「
北
野
工
房
の
ま
ち
」
な
ど
、
神

戸
の
名
所
を
巡
り
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
10
月
4
日
（
火
）

�

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
　
参
加
者
：
93
名

◆ 「
大
本
」・「
丹
波
亀
山
城
址
」

　
　
　

＆　
「
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
見
学

◆ 

講
演
・
活
動
交
流

　

午
前
10
時
に
5
市
町
の
バ
ス
が
大
本
駐
車
場
に

集
合
。

　
「
大
本
」
と
明

智
光
秀
が
築
城
し

た
「
丹
波
亀
山
城

址
」、「
花
明
神
植

物
園
」
を
ガ
イ
ド

に
案
内
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
見
学

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
J
R
亀
岡
駅
前
に
建
設
さ
れ
た
ば

か
り
の
「
サ
ン
ガ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
見

学
し
、
２
1
，
0
0
0
人
を
収
容
す
る
大
ス
タ
ン

ド
と
、
見
事
な
芝
生
に
一
同
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
」
に
移
動
し
た
後
、
午

後
の
部
は
、
く
ら
し
整
え
ナ
ー
ス
の
富
樫
明
美
さ

ん
か
ら
「
元
気
に
く
ら
せ
る
お
ウ
チ
の
整
え
方
〜

整
理
収
納
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
〜
」
と
題
し

て
、
永
年
の
看
護
師
の
経
験
を
活
か
し
た
、
シ
ニ

ア
向
け
の
整
理
収

納
を
わ
か
り
や
す

く
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
亀
岡

市
か
ら
「
オ
カ
リ

ナ
演
奏
」「
踊
り
」

「
ハ
ン
ド
パ
ン
演

奏
」、
福
知
山
市

か
ら
「
詩
吟
」
の

発
表
が
あ
り
、
午

前
・
午
後
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容

で
、
中
身
の
濃
い

研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

「
神
奈
川
に　

咲
か
せ
長
寿
の　

い
い

笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
11
月
12
日
〜
15
日
、

「
全
国
健
康
福
祉
祭
か
な
が
わ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

府
老
連
か
ら
は
、
11
月
14
・
15
日
に
橋

本
会
長
、
森
口
副
会
長
、
柳
田
副
会
長
、

中
川
事
務
局
長
の
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
文
化
伝
承
館

　

1４
日
は
横
浜
産
貿

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
地
域
文
化

伝
承
館
」
を
見
学
。

神
奈
川
県
内
の
老
連

が
出
展
す
る
ブ
ー
ス

を
見
て
廻
り
、
展
示

の
説
明
を
受
け
る
な

ど
、
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

総
合
閉
会
式

　

15
日
は
横
須
賀
芸
術
劇
場
で
行
わ
れ
た
「
総

合
閉
会
式
」
に
出
席
。

　

開
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
大
会
旗
の

引
継
ぎ
、
次
期
開
催

地
か
ら
は
、
愛
媛
県

ゆ
か
り
の
小
説
「
坊

ち
ゃ
ん
」
を
題
材
と

し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が
披
露
さ
れ
、
最
後

は
出
演
者
全
員
に
よ

る
合
唱
で
感
動
的
な

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り

ま
し
た
。

参加報告　
府老連　柳田副会長
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「
コ
ロ
ナ
」
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
し
た
が
、

女
性
委
員
会
で
は
、
全
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
3
年
ぶ
り

に
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
て
「
お
久
し
ぶ
り
！
」「
お
元
気
そ

う
で
！
」
と
声
を
掛
け
合
い
、
こ
う
し
た
会
員
同
士

の
交
流
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
、
身
に
染
み
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
「
楽
し
み
」
を
共
に
し
、
お
互
い

に
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
励
ま
し
合
え
る
。

そ
の
よ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
本
当
の
良
さ
や
楽
し

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
そ
ん
な
一
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
女
性
委
員　

井
手
口
）

編
集
後
記

きらっ都くん

若手リーダー研修会若手リーダー研修会若手
委員会

　

若
手
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
柱
と
し
て
、「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」
の
普
及
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
第
２
の
柱
と
し
て
、
誰
で

も
楽
し
め
、
屋
内
で
で
き
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
普
及

を
計
画
。

　

当
日
、
参
加
者
は
２
組
に
分
か
れ
て
、
ボ
ッ
チ
ャ

講
習
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
同
時
進
行
で
行
い
ま
し

た
。

ボ
ッ
チ
ャ
講
習

　
「
京
都
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
」
の
平
木
会
長
か
ら
競
技

ル
ー
ル
が
説
明
さ
れ
、
３
コ
ー
ト
に
分
れ
て
講
習
が

ス
タ
ー
ト
。

　

目
標
と
な
る
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
白
玉
）
を
め
が

け
て
赤
・
青
チ
ー
ム
の
各
３
名
が
ボ
ー
ル
を
投
げ
、

ど
ち
ら
が
よ
り
近
づ
け
る
か
を
競
い
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

ボ
ー
ル
の
投
げ
方
の
コ
ツ
や
作
戦
を
考
え
る
ま
で
に

上
達
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
が
こ
ん
な

に
楽
し
い
と
は
」

「
こ
れ
な
ら
地
域
の
公

民
館
で
も
で
き
る
」
な

ど
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
柱
と
し
て

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
普
及

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

今
回
は
、「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」
の
ほ
か
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
の
西
尾
さ

ん
か
ら
新
し
い
２
種
目
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

①
モ
ル
ッ
ク
…
モ
ル
ッ
ク
（
20
㎝
ほ
ど

の
木
の
棒
）
を
投
げ
て
、
倒
れ
た
12
本
の

得
点
用
の
棒
の
本
数
に
よ
っ
て
、
50
点

ピ
ッ
タ
リ
に
な
る
ま
で
得
点
し
た
方
が
勝

ち
と
い
う
ゲ
ー
ム

②
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
…
マ
ッ
ト
の
上
に

ス
カ
ッ
ト
台
を
乗
せ
、
ボ
ー
ル
を
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
打
っ
て
、
ス
カ
ッ
ト
台
の
穴

に
ボ
ー
ル

を
入
れ
る

ゲ
ー
ム

　

初
め
て

体
験
す
る

人
が
多
い

な
か
、��

チ
ー
ム
対

抗
戦
で
盛

り
上
が
り
、

あ
っ
と
い

う
間
に
時

間
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

12
月
2
日
、
八
幡
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、「
若

手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　

〜
ボ
ッ
チ
ャ
＆
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

若
手
委
員
を
は
じ
め
府
内
17
市
町
村
か
ら

1
0
5
名
が
参
加
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

府 老 連 報 告

～ 「ボッチャ＆ニュースポーツ」 ～

平木会長のルール説明

スカットボール モルック


